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国際ロータリー第２７００地区行橋みやこロータリークラブ

【会長の時間】
皆様、こんにちは。

皆様は毎朝の NHK 連

続テレビ小説の【ち

むどんどん】をご覧

になられておられま

すか？この番組は沖

縄の本土復帰 50 年

を記念して沖縄本島北部の「やんばる」を舞台にし

て作られたものです。沖縄料理に夢を懸けるヒロイ

ンと強い絆で結ばれた 4 人の兄弟の家族とふるさと

の物語です。ちむどんどんのちむとは「肝」という

言葉がなまったもので、肝とは心情や情を意味する

言葉であるので、それがどんどんするとは、心臓が

バクバクするという意味で、すなわち、胸がわくわ

くするという意味となります。使い方としては、「ク

ライマックスが近づくにつれ、ちむどんどんしてき

た」とか、「あなたの演技、最高にちむどんどんした！」

とか、「あなたのそばにいるとちむどんどんする」な

どという使い方になります。

同じような言葉に、

「ちむわさわさ」 気持ちが落ち着かない、ぞくぞく

する

「ちむかなさん」 かなさん＝可愛い、いとおしいな

ので、心からいとおしい

「ちむぐりさん」 ぐりさん＝苦しいなので、心が苦

しい、気の毒、悲しい

「ちむじゅらさん」じゅらさん＝美らさんなので、心

が清らかで美しい

「ちむぐくる」 くくる＝心なので、思いやりのあ

る助け合いの精神

「ちむむちむん」 温かい思いやりのある人

などがあります。なかなか面白いですね。

ところで、付図をご覧ください。これは、沖縄復帰

50 周年を記念したシンボルマークです。沖縄県は本

年 5 月 15 日に本土復帰 50 周年を迎えます。一般公

募で選ばれたこの作品は誰もが沖縄をイメージする

花笠をモチーフにデザインしたシンボルマークで、

数字の 5は沖縄の風と波、そして沖縄の歴史の流れ

●創 立・・・1984年4月3日
●例会日･･･水曜日（12：30～13：30）
●例会場･･･みやこホテル Tel ０９３０-２３-１８００ 行橋市宮市町９－１８
●事務局･･･ 〒824-0005 行橋市中央１丁目９－５０(行橋商工会議所 別館１階）

TEL０９３０-２５-０６５５ FAX０９３０-２５-５７００ E-mail：info@ym-rotary.club

◆開 会 「点鐘」
◆ロータリーソング「我らの生業」
◆お客様・ビジターご紹介
◆会長挨拶
◆幹事報告・委員会報告
◆会員増強委員会
◆ニコニコＢＯＸ
◆閉 会 「点鐘」

【浅倉隆浩広報公共イメージ委員長活動方針】

広報公共イメージ委員会と名前を一新したことを受け、当クラブ

で行っている様々な奉仕活動を一般市民をはじめ多くの方によ

りわかりやすく発信し、ロータリー活動を理解していただき協力

を頂けるようにロータリークラブの良いイメージが出来るような

広報活動をします。

５ 月 は 青 少 年 奉 仕 月 間本 日 の プ ロ グ ラ ム

「取り組もう 基盤強化と超我の奉仕」
2021‐2022年度 第2700地区

貫 正義ガバナー

“出会い 大切に！”
2021‐2022年度 行橋みやこロータリークラブ

会長 内田克彦

●会 長 ・・・・・・・ 内田克彦
●副 会 長 ・・・・・・・ 田渕哲朗
●幹 事 ・・・・・・・ 村上哲二
●会報雑誌委員長・・・岡﨑慎一
●URL : https://ym-rotary.club

◆5月25日(水) 広報・公共イメージ委員会

◆6月 1日(水) プログラム委員会

◆6月 8日(水) 青少年・RA委員会

◆6月15日(水) クラブ協議会委員会
◆6月22日(水) 最終夜間例会

◆6月29日(水) 休会

例 会 予 定

会員数：５１名 メークアップ：３名
欠席者：１０名 出席率８０．３９％

お客様：永野義憲様

秦江さん(米山奨学生)

西畑浩之R （12日）・ 藤原妃呂R （13日）
友住優介R (18日) ・ 内田克彦R (21日)

渡辺謙介R (23日)

工藤みえ子様(8日)・石田志緒里様(13日)

浅倉直美様(15日)・村上めぐみ様(24日)

出 席 報 告 ５ 月 の お 誕 生 日
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四 つ の テ ス ト
言 行 は こ れ に 照 ら し て か ら

1 、 真 実 か ど う か
2 、 み ん な に 公 平 か
3 、 好 意 と 友 情 を 深 め る か
4 、 み ん な の た め に な る か ど う か

近 隣 Ｒ ・ Ｃ へ の メ ー ク ア ッ プ の ご 案 内
月 曜 日 ･ ･ 小 倉 中 央 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
火 曜 日 ･ ･ 行 橋 Ｒ .Ｃ 「 み や こ ホ テ ル 」
火 曜 日 ･ ･ 小 倉 南 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
水 曜 日 ･ ･ 田 川 Ｒ .Ｃ 「 ザ ・ ブ リ テ ィ ッ シ ュ ヒ ル ズ 」
水 曜 日 ･ ･ 小 倉 東 Ｒ .Ｃ 「 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 小 倉 」
木 曜 日 ･ ･ 豊 前 Ｒ .Ｃ 「 ニ ュ ー い ず み 」
金 曜 日 ･ ･ 苅 田 Ｒ .Ｃ 「 パ ン ジ ー プ ラ ザ 」
金 曜 日 ･ ･ 小 倉 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」

金 曜 日 ･ ･ 豊 前 西 Ｒ .Ｃ 「 築 上 町 リ サ イ ク ル プ ラ ザ 」

参考になれば 内田克彦会長

先日、世界の人口が爆発するので食糧危機が来ると
いう話を致しましたが、今日は農業の話をさせてい
ただこうと思います。日本の農業は農業従事者の平
均年齢が1995年には59.6歳だったのが2015年には67
歳となっています。高齢化による人手不足、荒廃し
た農地の増加、中山間地農業の衰退、気候変動など、
問題山積みの状態です。実は世界各国も似たような
状況なのですが、こうした問題を解決するため考え
出されたのが、スマート農業、Agriculture Technol
ogy、アグリテック、アグテックなどと呼ばれる新し
い農業です。
これは、ロボット技術やICT（情報通信技術）等の先
端技術を活用して超省力化や高品質生産を可能にす
る新しい農業のことです。
スマート農業の主な取り組みは具体的には、
１）ロボット技術

農機ロボットの自動操縦技術 GPS付無人トラク
ターなど
収穫ロボット 収穫した作物の選果や箱詰めロ
ボット
ドローンによる農薬散布、圃場観察、種まき等

２）ビッグデーター
ビッグデーターを解析して、効率的に栽培を管
理する方法を掲示
炭酸ガスの量を観察して収穫、出荷時期を予測
気象データーの解析から栽培に関するリスクを
予想し確実に成熟した作物の収穫につなげる

３）人工知能（AI）
新規就農者向けの技術やノウハウをシステム化
して継承し人材不足を解消
AIで土壌を管理して潅水、施肥を行なう
ドローンの画像から生育状況を判断し、病害虫
の場所をピンポイントで検知し農薬を散布すれ
ば農薬の使用量を劇的に減らせる

４）IoT
IoTにより市場の動向や消費者のニーズを把握し
てニーズに合った産物を生産

繁忙期に適材適所の人材派遣も可能になるなど色々
なことが可能となります。
スマート農業のメリットとしては、
１）省力化による圃場の拡大、収穫量アップ
２）肉体への負担の軽減
３）農業ノウハウのデーター化と活用
４）持続可能な社会を実現するための有機栽培、減
農薬栽培の推進などがあげられます。
実際の現場では例えば植物工場。2011年の東北大震
災の後、塩害でまともな農業が出来なくなった宮城

県多賀城市に作られた植物工場では、いまや1日1万
株のレタスが生産されています。空調管理された建
物の中で24時間LED照明の下でレタスの水耕栽培をし
て、害虫に対する農薬は必要なくITで給水や肥料の
管理をして、天候に左右されることなく一年中収穫
できるそうです。既にレタスに関してはかなりのノ
ウハウが蓄積されています。
アメリカでは、広い農地を自動運転トラクターが走
り回り、ドローンを飛ばして生産状況把握、害虫や
病気の検出をしてピンポイントで農薬散布をしてお
り、既に３分の１の農家がドローンを利用していま
す。また次々と都市のビル内に植物工場が建設され
ています。オランダでは1980年から国を挙げて完全
制御ビニールハウスに取り組み、8割の農家で肥料や
給水をスマートフォンやタブレットで制御しており、
驚くなかれ、いまや世界第二位の農業輸出国となっ
ています。
現在のスマート農業のデメリットとしては、
１）イニシャルコストが割高
２）個々の機器のデータ形式のバラツキがありソフ
トウエアの標準化が必要
３）スマート農業実施者の新たな育成が必要
４）農家への新たな作業負担、金銭的、時間的、技
術的負担
５）育てた野菜の食味 (露地栽培の方が美味しいと
いう現実)
などがあげられます。これらのデメリットに対し、
スマート農業アライアンスという取り組みがなされ
ています。具体的には、ITベンチャー企業が参入し、
導入コストがかからないでドローンやICT機器を導入
することが可能となり、収穫したものはスマートア
グリフーズとして全量を買い取ってくれるというシ
ステムが始まっています。実際に減農薬や無農薬の
スマート黒枝豆やスマート米などの販売がされてい
ます。今後、NTTドコモ、ソフトバンク、クボタ、ヤ
ンマー、大学発のベンチャー企業、地方の銀行など
多くの企業が農業分野に参戦してくることが予想さ
れています。
これまで農業の行く末を陰ながら心配しておりまし

たが、ピンチはチャンス、スマート農業による農業

の復権が楽しみとなりました。

ニコニコBOX

5月11日の合計17，500円

累 計645，500 円
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をイメージ、カラーリングも直感的に沖縄を感じら

れる配色とし、「沖縄復帰50周年」のロゴをオリジナ

ルで設計することで、より印象的にアピールすると

いうことです。他にも沖縄復帰50周年記念硬貨や記

念切手も出されるそうですが、なんか、コロナやウ

クライナのせいで今一つ盛り上がっていませんが、

これからちむどんどんしていけるといいですねえ。

皆さん、今日は「ちむどんどん」という言葉は胸が

ワクワクするという意味だということがわかりまし

たね。みんなで是非とも「ちむどんどんするロータ

リーの例会」を作り上げ、楽しもうではありません

か！

【幹事報告】
①例会終了後に理事会を行いま

す。

②6月から例会場が2階になりま

す。

【委員会報告】
米山記念奨学委員会 竹本委員長

秦江さんに初めての米山
奨学金が支給されまし
た。

5、6月分の米山奨学金を

頂けて嬉しいです。

大事に使わせて頂きます。

次年度ロータリー財団・米山記念奨学委員会

ロータリー財団委員会 山本委員長

米山記念奨学委員会 上野委員長

例会終了後に小委員会を合同

で、この場で行いますので出

席宜しくお願い致します。

次年度親睦委員会 安永委員長
例会終了後、例会場で小委員

会を行いますので委員の方は

出席お願い致します。

次年度幹事 原田和博Ｒ

本日次年度の役員・理事・委

員長の名刺をBOXの中に入れ

ております。間違いないか確

認宜しくお願い致します。

小委員会・炉辺が終わった委

員会は早めに次年度の活動方針をメールで送って頂

きます様、宜しくお願い致します。

会長エレクト 山田千恵Ｒ

5月６日にホテルオータニ博多で

行われた第７回日台ロータリー

親善会議に、藤井賢治ロータリ

アンと一緒に参加してきました。

残念ながら台湾ロータリーから

の参加者はコロナウイルスの影響でZoomでの参加で

したが、全国から135名（2700地区から約100名）の

ロータリアンの方々が集まって開催されました。こ

れまで日本全国のロータリアンの方々が集まる親善

会議の参加は初めてなので、規模の大きい大会だと

実感しました。2019年からこの事業に実行委員とし

て関わり、そして今回、参加した皆様と親睦できた

ことは私にとっても貴重な経験となりました。特に

大島総裁が退任されて次の新しい吉田雅敏総裁にバ

トンが渡された時、感慨深く見守らせていただきま

した。次回の大会は恐らく台湾で開催されるかと思

います、ロータリーの意義深さを体験しに是非とも

台湾を訪れたいと思いました。

親睦委員会 二十二委員長

本日、親睦旅行(コトコト列車)

出席者の皆様に最終案内のご案

内をしております。出席者は１

８名です。ご案内にも書いてお

りますが、旅行代金につきまし

ては６月の会費と一緒に徴収致します。又、何かあ

りましたら二十二までご連絡をお願い致します。宜

しくお願い致します。

【いい人誕生日】
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【本日のプログラム】
会報雑誌委員会 委員長 岡﨑慎一Ｒ

本日、卓話に来て頂き

ました永野さんは高校

からの友人で、早いも

ので26年の付き合いに

なりました。これだけ

の付き合いなのでお互

いの、良いところも悪

いところも分かっている関係だと思っています。

仕事に対する姿勢であったり考え方が素晴らしく、尊

敬する友人の一人です。この度は株式会社福岡九州ク

ボタの重役として卓話をお願い致しました。早速では

御座いますが宜しくお願い致します。

株式会社福岡九州クボタ 永野義憲様

当社は、北部九州・

福岡・佐賀・長崎の3

県を管轄エリアとす

るクボタ農機の販売

ディーラーとして、

エリア内に農機78店

舗サービステクノセ

ンター14店舗・建設機械4店舗・その他10あまりの関

連部門を構成し活動しております。ですが「クボタ」

と聞いて皆様がイメージされるのは農業機械メーカー

やトラクターといったところではないでしょうか？

せっかくの機会を頂戴しましたので我々クボタグルー

プが2030年に思い描く未来の社会的存在意義について

5分ほどの動画がございますのでまずはそちらをご覧

ください。

(動画)

いかがだったでしょうか？

クボタが描く2030年に向けた取り組みは始まっており

自動運転ロボット機は既にトラクター・コンバイン・

田植機・ドローンと数々のラインナップを取り揃え、

昨年のクボタグループ内でもご当地福岡県に於いては

おかげさまでロボット機の販売台数が全国で№1とな

りました。といった実績の紹介をお伝えしたいのでは

なく、なぜこのような機械が必要になってきたのかを

現在の農業情勢等の背景を含む資料を用いて少しお話

させていただければと思います。

それでは画面をご覧ください。

皆様もご承知の通り、現在日本の抱える問題の中で、

少子高齢化や労働力不足等はしばしば耳にされたこと

があるかと思います。一方、世界では異常気象等によ

る食糧難や人口増加に伴う飢餓などのも問題として取

り上げられ、近年では世界中でSDGsといった持続可能

な活動目標が求められております。そういった中、福

岡県では10年前に比べ農業経営体数がご覧のように約

43,000軒から約28,000軒と実に66%まで減少しており、

世界中でも40%を切る食料自給率である日本農業にとっ

て非常に危機的状況となっております。次の画像をご

覧ください。こちらも先ほどと同じ10年分のデータと

なります。こちらは法人化した農業経営体の推移とな

り、先ほどお見せした県内の農業人口と見比べて頂く

とおわかりのとおり就農人口は減ってはいるものの法

人化は増えているのが現状です。ほっとされているか

もしれませんが、今後10年で農家戸数はさらに半減す

るといわれておりそれに伴って、離農農家から委託さ

れる農地や休耕地解消の問題のため、こういった農業

法人が占める割合は、大きく増加しています。大規模

で点在した農地の適切な管理・収量・品質の向上、コ

ストと労働負荷の低減、生産品の高付加価値化など多

様な問題を抱える農家の支援は急務と考えています。

そういった中、クボタグループでは、日本農業が今後、

多様な問題を解決しながら「魅力のある強いビジネス」

に成長するためロボット技術やICTを活用し超省力・

高品質生産を実現するスマート農業の普及を実現しま

す。利益の高い農業経営

を可能にするソリューショ

ンを開発・提供し栽培か

ら経営管理に至るまで、

多岐にわたるメリットを

創出し進化して参ります。

(動画)

こちらもご覧ください。2019年11月よりブランドパー

トナーとして長澤 まさみさんにも世界中で多くのCM

にもご協力いただいております。日本の食文化や先人

たちからのバトンをつなぐため創業以来、クボタは農

家に寄り添い、全国の農業現場と真摯に向き合って参

りました。クボタ独自のデータと自動化を合わせたア

プローチで農業の未来を変えたいと思い挑戦と進化は

続きます。最後にこちらをご覧ください。

(動画)

「壁があるだから

行く」

本日はお招きいた

だきありがとうご

ざいました。


